
令和５年度　文部科学省委託
学校安全総合支援事業

モデル校：能代市立浅内小学校
　　　　　能代市立能代南中学校

「地域連携安全・安心推進事業」

秋 田 県 教 育 委 員 会

ー 実践事例集 ー



　令和５年は、日本海中部地震から40年、関東大震災から100年という、災害安全の視点では大
きな節目を迎えました。保護者や、教職員の多くは県内に甚大な被害をもたらした日本海中部地震
を経験していない年代となり、児童生徒も東日本大震災の記憶が無い世代へと変化していく中、令
和６年１月には能登半島地震が発生し、津波や家屋の倒壊など様々な災害の状況を目の当たりにす
ることになりました。本県としても、今後発生が懸念されている大規模災害に備え、災害の教訓を
未来へ生かすことの必要性を感じています。

　昨今では、従来の想定を超える自然災害や記録的な猛暑などが全国各地で毎年のように発生して
おり、県内においても、令和５年７月に発生した豪雨により、７市町村に「緊急安全確保」が発令
され、浸水被害を受けた学校も見られました。また、自然災害だけではなく、登下校中の事件・事
故、熱中症や鳥獣対策など現代的課題への対応も求められており、児童生徒等の安全確保が学校だ
けでは完結できないことを改めて実感することが多くなってきています。

　このような状況に対応すべく、推進地域とモデル校を定めて、学校安全の３領域において、学校・
家庭・地域が連携しながら学校安全を推進していくことを目的とした「地域連携安全・安心推進事
業」を立ち上げてから７年目を迎えました。
　今年度は、能代市立浅内小学校・能代南中学校をモデル校とし、地域住民や関係機関等と連携を
図りながら、様々な事案に対応した効果的な取組を実践していただきました。
　県教育委員会といたしましても、今後、その成果を様々な機会を通じて全県に波及させるととも
に、児童生徒等がいかなる状況下でも自らの命を守り抜き、安全で安心な社会を実現させるための
知恵と行動力を身に付けることができるよう、学校安全に関する取組の更なる強化・充実に取り組
んでまいります。

　最後になりましたが、１年間児童生徒と共に活動していただいた両校の中核教員をはじめ教職員
の皆様、活動をご支援くださいましたＰＴＡや地域の関係機関の皆様、能代市教育委員会の皆様に
対し心から感謝申し上げます。

　 令和６年２月
秋田県教育庁保健体育課

課長  田口　　康
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　⃝日　時　令和５年６月５日（月）午後１時30分から３時まで
　⃝場　所　秋田県庁第二庁舎　81会議室

令和５年度　地域連携安全・安心推進委員
所　属　及　び　役　職 氏　名

委員長 秋田大学地域防災減災総合研究センター　教授 水田　敏彦

委　員 防災士 竹内　亜希

委　員 能代市教育委員会学校教育課　指導主事 大山　祐子

委　員 県総務部総合防災課　副主幹（兼）サブリーダー 高村　　悟

委　員 県教育庁義務教育課　指導主事 佐藤　央章

委　員 県教育庁生涯学習課　社会教育主事 佐藤　賢輝

委　員 県教育庁北教育事務所鹿角出張所　指導主事 阿部　大地

委　員 県教育庁保健体育課　課長 田口　　康

　県教育委員会は、推進地域において、学校、地域、関係機関等と連携・協働しながら、
事業が円滑に実施できるよう、推進地域を所管する能代市教育委員会、県総務部総合防災
課及び学識経験者等を委員とする推進委員会を開催した。
　今年度は能代市の南地区を推進地域として、浅内小学校と能代南中学校をモデル校に本
事業を実施することを確認した。能代市からは、事業の推進における取組の方針や地域の
実情に応じたモデル校の実践内容について説明があった。
　また、学校安全教育プログラムと地域連携について、どのような関係機関等と連携して
いくかを説明し、各委員から関連する事業の紹介や取組について御意見をいただいた。

第１回推進委員会
推進委員会の開催

第１回推進委員会の様子
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　⃝日　時　令和６年２月６日（火）午後１時30分から３時まで
　⃝場　所　秋田地方総合庁舎６階　602会議室

　今年度の取組について事務局から事業報告をするとともに、能代市からはモデル校での
成果や課題、実践委員会での意見を踏まえて今年度の事業について成果と課題の報告が
あった。また、各委員から事業への御意見をいただき次年度の取組に向けた参考とした。

　【成　果】
　　・児童生徒、教職員、地域住民の防災意識の向上
　　・学校運営協議会の機能を活用した地域連携の推進
　　・中核教員の資質向上　

　【課　題】
　　・継続的に安全教育に取り組む環境づくり
　　・構築した地域との連係を情報発信や連絡を取りながら深める

　【総　括】
　今年度、実践された能代市では、地域の実情に応じ様々な実践を通して大きな成果が
得られた取組となった。
　今後も様々な災害が発生することが充分に考えられる。学校管理下においては、平時
に災害があった場合は難しい判断が迫られるので、対策を万全にしてもらいたい。今後、
災害リスクが高くなり防災教育が重要になる。今回の実践事例集を多くの人が自分事と
して見ていただき活用してほしい。

第２回推進委員会

第２回推進委員会の様子
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　学校運営協議会委員、能代市防災危機管理室室長、能代警察署警備課長に、浅内小学校
と能代南中学校が計画している学校安全に関わる取組について説明するとともに、地域の
実情を確認し、各委員が専門的な立場からの視点を交えながら意見交換を行った。

第１回実践委員会
令和５年７月３日（月）

実践委員会の開催

会議の様子

　中核教員が自校の取組として体験的な活動や専門家の活用について報告するとともに、
参加した委員から今までの実践内容と今後の取組について御意見をいただいた。

　中核教員が今年度の取組について振り返るとともに、参加した委員から実践内容と来年
度の取組について御意見をいただいた。

第２回実践委員会
令和５年11月24日（金）

第３回実践委員会
令和６年２月２日（金）
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秋北バス株式会社と連係した乗降練習

警察署員と通学路の安全点検 自転車の乗車ルールの確認

　子どもの視点を踏まえた危険箇所の確認や乗車ルール等を学んだ。

　・通学路の安全確認（１・２年生）
　・自転車の乗車ルールの確認（３～６年生）

モデル校の取組　ー能代市立浅内小学校ー

バス利用安全教室（１・２年生）
令和５年４月13日（木）

交通安全教室
令和５年４月28日（金）

◆交通安全
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胸骨圧迫を体験する児童

身を守る行動を体験する児童

　能代消防署の協力を得て、一次救命措置について学習し、心肺蘇生法やＡＥＤの使い方
など体験活動を通して救急救命に対する意識を高めた。

　秋田県庁出前講座を活用し自然保護課ツキノワグマ被害対策支援センター　専門員
近藤　麻実　氏を招き「野生動物の生態と対策について」と題してクマの生態系や対応の
仕方について学んだ。

救急救命講習（５・６年生）
令和５年７月10日（月）

クマ対策講座
令和５年７月12日（水）

◆生活安全
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着衣水泳を体験する児童

児童に向けた能代警察署員による
不審者対応の講話 教職員の不審者への対応訓練

　日本赤十字社の協力を得て、緊急災害時や衣服を着たままで水の中に落ちた場合の対処
法を学んだ。

　能代警察署の協力を得て、不審者が侵入した際の対処方法と避難の方法について学んだ。

水上安全講習
令和５年７月18日（火）

不審者対応訓練
令和５年８月29日（火）
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写真を見て教室の危険探し

大木氏の講演

グループで振り返り 各グループでの振り返りを共有

ダンゴムシのポーズ ( 身を守る姿勢）を確認

教職員の訓練の様子

　慶應義塾大学　准教授　大木　聖子　氏を招いて地震発生時の安全確保の方法について
学んだ。

　防災研修会を開催し「けが人封筒訓練」を通して、災害発生時のけが人の状況に合わせ
た対応について確認した。

防災教室（４～６年生）
令和５年５月25日（木）

職員防災研修会
令和５年５月25日（木）

◆災害安全
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高台への徒歩避難を体験

自分の身を守る行動の確認

児童の引渡しと手順の確認

　大地震により大津波が発生した場合の避難経路と避難場所を確認した。

　地域の災害リスクである竜巻が発生した場合の対応訓練を行った。その後、全校児童生
徒を対象とした引渡し訓練を能代南中学校と合同で行った。

避難訓練（地震・津波想定）
令和５年５月26日（金）

避 難 訓 練（竜巻想定）
引渡し訓練（能代南中学校と合同開催）

令和５年10月17日（火）
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余震の発生にも対応した安全確保と体育館への避難

けが人が発生した場合の対応の確認 職員室で情報の集約

防火防煙シャッターの通り抜け方法を確認

　予告無しで緊急地震速報への対応訓練を実施し、自分の命は自分で守る行動を学んだ。

　地震により校舎内でガス漏れが発生したことを想定し、冬期間の屋外への避難方法やけ
が人への対応について確認した。

避難訓練（地震：緊急地震速報対応・火災想定）
令和５年11月２日（木）

避難訓練（地震・ガス漏れ想定・冬期間の避難）
けが人封筒訓練

令和６年１月16日（火）
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モデル校の取組　ー能代市立能代南中学校ー

警察署員による講話

胸骨圧迫の方法とＡＥＤの操作方法を体験

　能代警察署の協力を得て、自転車乗車中の危険箇所の確認や運転手から見た死角につい
て学んだ。

　能代消防署の協力を得て、生命を守るために取るべき行動を学んだ。

交通安全教室
令和５年４月11日（火）
◆交通安全

◆生活安全

救急救命教室

令和５年７月18日（火）２年生
　　　　　　19日（水）３年生
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初期消火を体験

水田氏の講演

「東日本大震災」から学ぶ

地震のメカニズム

　防災学習館でシミュレーション装置を活用し､ 地震・煙・初期消火など、防災に関する
知識・技術・行動力を高める体験を行った。

　秋田大学地域防災減災総合研究センター教授　水田　敏彦　氏を招いて、地震のメカニ
ズムや地域における地震の歴史を知り災害対策について学んだ。

防災を学ぶ（２年生）
令和５年５月８日（月）

防災講話
令和５年５月26日（金）

◆災害安全
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地震発生で身を守る様子

 津波警報による垂直避難

地震発生による屋外避難

火災発生による屋外避難

　地震・津波・火災の発生を想定し、それぞれの災害に応じた避難経路や避難の際の注意
点を確認した。

避難訓練（地震・津波・火災想定）
令和５年５月26日（金）
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○避難所運営訓練とは？
　災害発生時に避難してくる避難者を受け入れながら、避難所で起こる様々な出来事を
模擬体験する訓練です。
　避難者の状況や要望が書かれたカードを、避難所に見立てた平面図に配置しながら進
めます。

グループでの話合い

気付いた内容を発表

　防災士　竹内　亜希　氏を招き、「みんなが主役！避難所運営訓練～市民を救え～」と
題した災害時の避難所対応について、講演とワークショップを体験した。

避難所運営訓練（２年生）
令和５年10月５日（木）

避難者の情報や要望が記載されたカードを基に協議 竹内氏の講演
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避難所の開設、備蓄食料等の運搬

訓練の振り返りを共有

機材の設置方法・使用方法の確認

地域防災委員会を開催し訓練を通じての意見交換

　避難所開設における初動対応と引渡し訓練を行うことにより、様々な役割について考え
たり、行動したりすることができた。

避難所開設訓練
令和５年10月17日（火）

受付方法の確認 救護係の対応方法の確認
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○逃げ地図とは？
　避難場所までの避難経路と､ 避難にかかる時間を示すものです。高齢者が10％の勾
配の坂道を上る速さ（分速43m）で移動する距離を、３分ごとに色を分けて表し、設
定した避難場所にたどり着く時間を記します。どこを通れば避難場所に最短時間でたど
り着くか一目で分かるものです。

　防災士　竹内　亜希　氏を招き、浅内小学校、能代南中学校合同での逃げ地図づくりを
体験した。

モデル校の取組　ー小中連携ー

竹内氏の講演

児童生徒が協力して逃げ地図づくりを体験

感想の発表  作成した逃げ地図

逃げ地図づくり
令和６年１月18日（木）
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モデル校の取組　ー情報発信ー

備蓄していた非常食の配布

避難所のパーテーションや段ボールベッドの設置

　能代市防災危機管理室と連携して防災コーナーを設置し、備蓄済みの賞味期限がせまっ
た非常食の配布を行った。保護者や地域の方からは「災害時の備えについて考えるきっか
けとなった」「災害や避難所の生活について家族で話し合う機会となった」という感想が
寄せられた。

学習発表会（防災コーナーの設置）
令和５年10月29日（日）
◆浅内小学校
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各校代表者による発表

能代南中学校の発表

能代市への提言 小学生の代表として質問する浅内小学校の生徒

　家庭や地域、学校生活などの体験から考えた防犯や非行防止について発表した。浅内小
学校の６年生も参観した。

　今年度学習した防災教育の内容を発表し、安心して暮らせる街にするための提言を行った。

能代市少年防犯弁論大会
令和５年10月12日（木）

未来を創る能代っ子ふるさと会議
令和５年11月20日（月）

◆能代南中学校
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　最新の情報を踏まえながら、実践的な研修を積み、学校における安全教育の充実を図った。

１．令和５年度学校安全指導者養成研修（オンライン）
　◇期　日：令和５年７月５日（水）から令和５年７月７日（金）
　◇主　催：独立行政法人教職員支援機構
　◇共　催：文部科学省

　�　学校安全の３領域に関して必要な知識を習得するとともに、研修会等において、具体
的な実践例を紹介しながら指導助言等を行うことができる中核教員としての資質・能力
を高めた。

２．令和５年度災害安全指導者研修会
　◇期　日：令和５年９月８日（金）
　◇主　催：文部科学省・秋田県教育委員会

　�　災害安全の研修を通して実践的な防災訓練の在り方や防災気象情報の入手とその活用
について学んだ。また、にかほ市で実践した地域連携安全・安心推進事業の実践事例を
聴き、今後の防災教育の取組に生かすことができる情報を得ることができた。グループ
協議では、「防災訓練の課題・解決策、危機管理マニュアルの見直し」について協議した。

中核教員の資質向上

慶應義塾大学　大木　聖子　氏の講演

にかほ市教育委員会
　大須賀　修　氏の実践発表

秋田地方気象台　中村　修二　氏の講演

グループ協議の様子

－ 19 －



３．令和５年度学校安全指導者研修会
　◇期　日：令和５年12月14日（木）～ 15日（金）
　◇会　場：阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」
　　　　　　兵庫県中央労働センター
　◇主　催：文部科学省

　�　阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」を見学すると同時に、兵庫県の震災・
学校支援チーム「ＥＡＲＴＨ」の方と活動内容や災害対応について意見交換した。また、
実践的な教職員研修の方法や、事件の教訓を生かした取組について協議や演習を行うと
ともに、各県　担当者との意見交換を通じ、今後の研修会等において、具体的な実践例
を紹介しながら指導助言等を行うことができる中核教員としての資質・能力を高めた。

４．令和５年度学校防災教育研究会
　◇期　日：令和６年１月23日（火）
　◇会　場：能代市立浅内小学校
　◇主　催：能代市教育員会

　�　『「生きる力」をはぐくむ防災教育の充実に向けて』と題して　文部科学省総合教育政
策局　男女共同参画共生社会学習・安全課　安全教育調査官　木下　史子　氏より講演
していただいた。

研修の様子

文部科学省　安全教育調査官　木下　史子　氏の講演
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５．令和５年度全国成果発表会（オンライン）
　◇期　日：令和６年２月８日（木）
　◇主　催：文部科学省

　�　発表会では、神奈川県、大阪府、大分県によ
る実践発表のほか、基調講演「セーフティプロ
モーションスクール活動を通じた学校安全の推
進」などが行われた。

６．全国学校安全教育研究大会
　◇期　日：令和６年２月９日（金）
　◇主　催：全国学校安全教育研究会・東京都学校安全教育研究会
　◇後　援：文部科学省　他

　�　学校安全に関する講演や、安全指導に関する公開授業等を参観し実効的な取組事例を
学ぶことができた。

基調講演

理科の授業における液状化の実験

社会で災害について学ぶ

令和５年度学校安全総合支援事業
　全国成果発表会　講演資料より
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浅内小学校　嶋田　康弘　氏
　　 による実践発表

実践発表に対しての質疑応答

グループに分かれて、地域との連携・協働による
　　　　　　　　学校安全の充実に向けた意見交換や情報共有

能代南中学校　小山恵理子　氏
　　による実践発表

　独立行政法人教職員支援機構主催の学校安全指導者養成研修に参加した中核教員が、研
修内容やモデル校での取組について推進地域内の学校に情報発信した。

学校防災教育研修会
令和６年１月23日（火）

中核教員による情報発信
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〒010-8580 秋田市山王三丁目１番１号

電話 018－860－5204　FAX 018－860－5207

令和 6年 2月発行　秋田県教育委員会

令和５年度文部科学省委託

学校安全総合支援事業

「地域連携安全・安心推進事業」実践事例集
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